
１ 学力の状況 

(1) 平成３０年度 全国学力学習状況調査の結果から （平成３０年４月１７日 実施） 

文部科学省では、次の目的で小学校第６学年，中学校第３学年の原則として全児童生徒を対象に「全

国学力・学習状況調査」を毎年実施しています。今年度は小学校の国語、算数、理科、中学校の国語、

数学、理科で行われました。国語と算数・数学は基礎知識を問うＡ問題と、知識の活用力を問うＢ問題

からなっています。 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・ 

分析し、教育施策の成果と課題を検証・改善しながら、継続的な検証改善サイクルを確立する。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

以下は、佐久市内小中学校における結果考察の概要です。これは、佐久市内小中学校の全体的な傾向

ですので、どの学校にもそのまま当てはまるものではありませんが、各校が自校の課題や改善策をより

明確化するための一助としています。平成３０年度は、正答数分布の状況が全国や県とほぼ同様な状況

になっています。また、無解答率が昨年度と同様に全国や県より低くなり改善が見られます。 

 

 

 

 

＜小学校国語Ａ＞                ＜小学校国語Ｂ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学校算数Ａ＞                ＜小学校算数Ｂ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜小学校理科＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 佐久市内小中学校の正答数分布の状況 



＜中学校国語Ａ＞                 ＜中学校国語Ｂ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校数学Ａ＞                  ＜中学校数学Ｂ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校理科＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 各教科の佐久市（公立）全体の無解答率を全国比でみると以下の傾向がみられます。無解答の要

因は一概に断定はできませんが、国立教育政策研究所の考察によれば、「書く分量が多い等の理由

で最初から手を付けていない」という要因が挙げられています。特に無解答率が高い教科について

は、学習(挑戦)意欲や粘り強く問題に取り組む態度を育成する対応を考えていく必要があります。 

 

＜小学校国語、算数、理科＞ 

以前（平成 28 年度）は、全国比において国語Ａで無解答の割合が高い状態がみられましたが、

平成 29 年度以降は、無解答の割合が低くなっています。また、国語Ｂでは、昨年度と同様、無解

答の割合が低い傾向(全国比)がみられます。算数では、昨年度やや無解答が高かった（全国比）

算数Ｂでも改善がみられ、本年度は算数Ａ、Ｂ共に全国比において無解答の割合が低くなってい

ます。最後まで問題に粘り強く取り組もうとする姿勢がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中学校国語、数学＞ 

   昨年度は、全国比において国語Ｂ以外で無解答の割合が低い状態がみられましたが、本年度は

国語Ａ，数学Ｂでやや全国より高い状態がみられます。国語，数学共に、記述式の問題において

少しずつ改善してきていますが無解答の割合が全国比より高い傾向がみられます。数学的な見方

や考え方を高めるためにも、自分の考えを書く活動や説明活動等を繰り返し意図的に取り入れた

授業の工夫等が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                              

                                                     

 

 

② 無解答率の状況 （選択肢から選択しない、記述式で記述しない 割合％） 
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＜小学校の設問から １＞ 

 

  

【伝記  湯川秀樹」の一部 】を読んで、

【ノートの一部】の中の Ｃ のところで、

最も心がひかれた一文とその理由の文章

の    に入る内容を、以下の条件に

合わせて書くという問題である。 

 

＜条件＞ 

①なぜ「自分の力で、やれるところま 

でやってみたい。」という一文に心 

がひかれたのかを考えて書くこと。 

②【伝記 「湯川秀樹」の一部】から 

 言葉や文を取り上げて書くこと。 

③書き出しの言葉に続けて６０字以  

上、１００字以内にまとめて書くこ 

と。なお、書き出しの言葉は字数に 

含む。 

 

この設問は、国語において無解答率

（全国平均で）が最も高い難問です。  

この設問三では、伝記を読み、目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしなが

ら書くことができるかどうかをみています。①なぜ、その一文に心がひかれたのかを考え、②【伝記 

「湯川秀樹」の一部】から言葉や文を取り上げて、③６０字以上、１００字以内で書く。という３つの条

件を満たして解答する必要があります。佐久市全体としては全国と比較して正答率が高く、無解答率も低

い傾向にあります。佐久市の誤答の類型をみてみると、「条件①は満たしているが、条件②を満たしてい

ない」解答が約 7％あり、「【伝記 「湯川秀樹」の一部】から言葉や文を取り上げることができずに、目的

に応じて、文章の内容を的確に押さえて書くことに課題がみられます。人物の具体的な行動や言葉など、

根拠となる叙述を取り上げて、その理由を説明できるようにすることや、気になるところを読み返し、他

の部分に書かれている叙述とも関係付けて読むことが重要です。 

国語Ｂ ３－二 

③ 設問別の正答率に見る特徴から 
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 ＜小学校の設問から ２＞ 

 

 

  

 

 

 

 

 

  しおりさんが書いたメモ 

について、メモ１では、「進

んであいさつをする」のほう

が人数が多く、メモ２では、

「本をよく読む」のほうが人

数が多いことが、話題となり

ました。 

メモ１とメモ２は、それぞ 

れ、グラフについて違うこと

に着目して書かれています。

どのようなことに着目して書

かれていますか。それぞれ着

目していることを、言葉や数

を使って書きましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

この設問は、算数において全国平均正答率がもっとも低かった難問です。佐久市全体としては全国

と比較して、正答率は低かったものの、無解答率は低く、最後まで自分の考えを書く姿勢がみられま

す。この設問三では、メモの情報とグラフを関連付け、総数や変化に着目していることを解釈し、それを

言葉や数を用いて記述できるかどうかをみるものです。 

メモ１は１２月の人数に着目して書かれていて、メモ２は７月の人数と１２月の人数の差に着目して書

かれています。この２つのことすべてを解答する必要があります。誤答については，１つの項目しか書け

ていなかった解答が約 19%あり、全国、県の平均誤答率よりもやや多くなっています。グラフの特徴を複

数の観点でとらえて情報を読み取ることができるように、自分や他者が読み取った情報を、グラフのどの

部分に着目したかを説明する場を設定することや、日常生活の中でも表やグラフを活用できるようにする

ことが考えられます。 

算数Ｂ ３－(１) 

しおりさんたちの学校は、「進んであいさつをする」と「本をよく読む」の２つのめあてに取り組んで

います。 

しおりさんたちは、７月と１２月に、２つのめあてについて全校児童６２５人に対してアンケート調査

をし、その結果を下のグラフに表しました。しおりさんは、グラフからわかることを２つのメモに書きま

した。 

20.7 

17.9 

61.3 

66.7 

18.0 

15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国

佐久市
正答率

誤答率

無解答率



 ＜小学校の設問から ３＞ 

 

  

流れる水の働きによる土地

の浸食について、一度に流す

水の量と棒の様子との関係か

ら、大雨が降って流れる水の

量が増えたときの地面の削ら

れ方を選び、選んだわけを実

験結果の「水の量」と「棒の

様子」がわかるようにして書

きます。実験結果を基に分析

して考察し、その内容を記述

する問題です。 

 

 

 

 

 

この設問は、理科において全

国平均正答率がもっとも低か

った難問ですが、佐久市全体

としては全国と比較して、正

答率は高く、無解答率も低い

傾向にあります。誤答の類型 

を見ると、選択肢「３」を選んでいる解答が多くありました。これは、川の曲がっている外側は流れが速

く浸食の働きがよくみられるという知識を基に解答してしまい、実験結果を基に分析して考察することが

できていないと考えられます。川の上流と下流、川が曲がっているところの外側と内側に立てた棒の数の

変化を表などに整理して、考えの根拠となる事実を明確にすることが大切になります。 

〔 一度に流す水の量とたおれた棒の数 〕 

また、事実（条件と結果）と、解釈（結

果から考えられること）の両方を整理して

説明する学習活動を意図的に位置付けてい

くことが考えられます。 

  川 

ペットボトル 

上流 下流 

内側 外側 内側 外側 

１本 ０本 ３本 ０本 ２本 

２本同時 ２本 ３本 ２本 ３本 

理科 ２－(３) 
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＜中学校の設問から １＞ 

 

  

この設問は、目的に応じて文章を

読み、内容を整理して書くことがで

きるかどうかをみる設問です。国語

において全国平均正答率がもっとも

低かった難問です。 

 「天地無用」という言葉を誤った

意味で解釈してしまう人がいること

を、資料や国語辞典で調べたことを

参考にしながら説明内容を的確にと

らえて、理由を書きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐久市全体としては全国と比較して、正答率はやや低かったもののほぼ同程度で、無解答率

がやや低く、最後まで自分の考えを書く姿勢がみられます。誤答類型では説明文中の「『無用』

という言葉に『してはならないこと』という意味での使い方があること自体、分かりにくくなっ

ている」ことと「『天地無用』には『逆にする』に当たる内容が省略されている」ことの内１項

目を記述できした解答が約 40％あり、条件を満たして記述することに課題がみられます。 

目的に応じて文章の内容を的確に読み取るためには、段落ごとに内容をとらえたり、段落相

互の関係を正しく押さえながら、文章の中心的な部分から文章の構成や展開をとらえて内容を理

解できるようにしたり、日常の授業及び集会活動においても、自分の伝えたいことが聞き手に分

かりやすく伝わるように工夫したりする場を充実していくことが考えられます。 

また、文章と図表などとの関連をとらえたり、書き手の意図やその効果について考えたりす

る場を意図的に位置付けていく指導が必要であると考えられます。 

 

国語Ｂ ３－三 

〔国語辞典〕 

むよう【無用】①役にたたないこ 

と。いらないこと。「心配御－」  

②してはらないこと。「立入り－」

「天地－」（上下を逆にしてはな 

らないという注意書き）   

③用事が無いこと。「－の者、入る

べからず」 
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＜中学校の設問から ２＞ 

  

 

この設問は、条件を変えた場合について、証明の一部を書き

直すことができるかどうかをみる設問です。佐久市全体の平均

正答率は 38.3％であり、全国平均正答率が 42.4％を大きく下

回っており、大きな課題の一つです。 

図のように、平行四辺形ＡＢＣＤの対角線の交点をＯとし、

線分ＯＡ、ＯＣを延長した直線上にＡＥ＝ＣＦとなる点Ｅ，Ｆ 

をそれぞれとります。図において四角形ＥＢＦＤが平行四辺形

になることを、証明の一部（アからオまでの中から一つ選ぶ）

を書き直す形で解答を求めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平行四辺形の基本的な性質をもとに、ＯＥ＝ＯＦ（⑤）であることの根拠を示すために、ウの部分 

「ＯＡ－ＡＥ＝ＯＣ－ＣＦ」から「ＯＡ＋ＡＥ＝ＯＣ＋ＣＦ」に変えることが正答例となります。 

佐久市全体としては、全国と比較して目立った誤答の類型はありませんでしたが、誤答の中には、

「アを選択し、平行四辺形はそれぞれの中点で交わるから、ＯＢ＝ＯＤとＯＥ＝ＯＦになる」という

記述があり、図形の性質についての理解や論理的に考察し表現することに不十分な面がみられます。   

証明ができるようにするために、結論を導くには何が分かればよいか見通しを明確にしたり、与え

られた条件を整理したり、着目すべき性質や関係をみいだしたりする活動を取り入れ、根拠を明確に

しながら思考する（説明活動や書く活動を位置的に取り入れた）場づくりが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学Ｂ ４－（２） 
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＜中学校の設問から ３＞ 

  

 

この設問は、部屋に見立てた容器に植物を

入れて湿度の変化を科学的に探究する場面に

おいて、蒸散と湿度に関する知識、問題解決

の知識・技能を活用することができるかどう

かをみる設問です。理科において、無解答率

が最も高かった難問の一つです。 

乾燥した部屋に鉢植えを置くと湿度が上が

って、インフルエンザの予防に効果があると知った健一さんは、実験を行い、結果をまとめました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験結果から「鉢植えの植物を入れた容器の中の湿度は上がるといえる」と考察しました。さらに

新たな疑問「水蒸気が植物から出るだけで、湿度が３７％から８８％に上がるのだろうか」をもち、

植物を入れた容器の中の湿度が高くなる蒸散以外の原因を書くという問題です。 

土（鉢、皿）の場所についての記述や水が蒸発して水蒸気となった等湿度が上がる仕組みを記述し

てあるものが正答となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐久市全体としては、本設問も含めて記述式問題に対し無解答率が多い（本設問では佐久市全体

25.9％、全国平均 21.4％）傾向がみられました。自然の事物・現象を科学的に探究する上で、「変化

すること」と「原因として考えられる要因」を全て挙げそれらの妥当性を検討すること。さらに、そ

れらの要因を「変える条件」と「変えない条件」とに整理して、実験を計画する場面を設定すること

が考えられます。 

自然の事物・現象や日常生活で目にする事象を多面的な視点に立って考えることが大切です。 
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